
軒
嘘
教
、
大
同
教
、
天
主
教
、
基
督
教
、
…
政
府
に
禁
止
さ
れ
た

邪
教
と
し
て
は
、
白
蓮
教
、
摩
門
教
、
一
貫
道
、
真
空
教
、
存
在

教
、
救
世
教
、
夏
教
、
天
宮
教
、
望
教
、
生
長
之
家
、
創
価
学
会
、

鴨
蛋
教
、
大
被
教
、
な
ど
百
余
種
の
多
き
に
及
び
台
湾
人
の
信
仰

に
対
す
る
熱
烈
さ
を
推
知
し
得
る
。
近
年
、
新
港
飴
で
有
名
な
雲

林
県
新
港
郡
で
裸
女
教
が
出
現
し
、
風
俗
に
害
あ
り
と
し
て
取
締

を
う
け
た
。

台
湾
に
於
け
る
宗
教
は
好
余
曲
折
の
歴
史
を
、
色
濃
く
反
映
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

政
権
と
密
着
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
伝
来
の
基
督
教
会
は
潰
滅
し

政
権
と
無
縁
の
イ
ス
。
〈
’
一
ァ
伝
来
の
天
主
教
、
英
国
の
長
老
教
会

は
今
以
て
健
在
で
あ
る
。
日
銀
時
期
、
土
匪
の
一
味
と
し
て
処
刑

さ
れ
た
無
名
の
戦
士
も
、
光
復
後
に
於
て
は
抗
日
義
勇
軍
の
志
士

と
し
て
崇
敬
の
対
象
と
な
る
。
光
復
後
の
、
台
湾
の
仏
教
に
つ
い

て
若
干
の
特
色
を
略
記
す
れ
ば
、
戒
律
を
重
視
し
な
い
日
本
仏
教

の
影
響
か
ら
脱
却
す
る
た
め
伝
戒
を
重
視
し
た
こ
と
、
寺
廟
に
本

末
の
関
係
が
な
く
僧
尼
に
階
級
の
上
下
が
な
く
平
等
で
あ
る
こ
と

を
自
負
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
と
同
様
に
年
少
者
の
出
家
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
、
反
対
に
住
持
の
八
割
を
尼
僧
が
占
め
て
い
る
こ

と
は
今
後
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
雄
仏
光
山
に
あ
る
東
方
仏
教
学

院
は
出
家
者
の
教
養
の
向
上
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再

三
再
四
の
猛
運
動
に
も
拘
ら
ず
、
未
だ
政
府
公
認
の
大
学
と
な
っ

て
い
な
い
。

台
湾
仏
教
の
前
途
は
ま
さ
に
多
事
多
難
で
あ
る
。

（
一
九
七
九
・
十
一
・
塙
）

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
真
の
文
化
の
源
泉
は
「
霊
性
」
（
島
①
の
鷲
‐

（
「
日
本
的
彼
蠅
』

晨
呂
丙
①
群
》
の
凰
騨
）
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
博
士
の
創
唱
を
ま
つ

（
場
波
文
距
所
収
参
照
さ
れ
た
と

ま
で
も
な
く
、
人
間
生
活
の
す
べ
て
の
営
み
の
源
泉
で
あ
る
こ
と

は
誰
人
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
人
間
の
知
情
意
の
根
本

機
能
と
し
て
の
霊
性
こ
そ
、
人
類
文
化
の
源
泉
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
我
々
は
改
め
て
現
段
階
に
於
て
、
霊
性
の
重
要
性
を
問
い
直

す
秋
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
東
西
文
化
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
我
国
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
間
に
も
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
諸
分
野

・
芸
術
や
経
済
の
交
流
は
稔
り
多
い
も
の
が
あ
っ
た
。
然
る
に
霊

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
修
道
院
訪
問
と

霊
性
の
交
流

町
田
是
正

(3”）



性
の
交
流
だ
け
が
と
り
残
さ
れ
て
き
た
事
は
、
明
ら
か
に
東
西
文

化
交
流
に
於
け
る
問
題
点
で
あ
っ
た
。
斯
る
現
状
の
中
で
昭
和
五

（
上
智
大
学
・
南
山
大
学
・
花
園
大
学
の
企
画
推
進
醒
済
・
曹
澗
・
浄
土

十
四
年
初
秋
、
日
本
宗
教
界
の
総
力
を
結
集
し
て
、
西
欧
キ
リ
ス

・
天
台
・
真
宗
・
真
呂
・
日
蓮
・
神
遊
の
代
表
参
加
）

卜
教
と
の
間
に
「
東
西
文
化
の
源
泉
Ⅱ
霊
性
交
流
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
企
画
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

※
昭
和
五
四
年
八
月
三
十
日
よ
り
十
月
二
日
ま
で
、
西
欧
修
道
院
の
訪

問
と
対
話
を
目
的
と
し
て
西
ド
イ
ツ
四
ヶ
所
・
フ
ラ
ン
ス
四
ケ
所
・

ベ
ル
ギ
ー
二
ヶ
所
・
オ
ラ
ン
ダ
二
ヶ
所
・
イ
タ
リ
ア
一
ケ
所
に
於
て

日
本
宗
教
界
代
表
者
四
八
名
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
修
道
院
生
活

を
体
験
し
た
。

此
度
の
東
西
交
流
で
注
意
が
払
わ
れ
た
事
は
、
日
本
の
霊
性
が

単
に
「
禅
」
に
限
る
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
日
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
世
界
に
於
て
「
禅
」
が
次
第
に
市
民
権
を
得
つ
つ
あ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
っ
て
、
禅
道
に
入
信
す
る
者
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
を
豊
か
に
す
る
目
的
で
禅
に
精
進
す
る
者
が
増
加
し
て
い

る
。
然
し
反
面
、
必
ず
し
も
禅
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は

云
え
な
い
。
日
本
仏
教
に
と
っ
て
困
る
こ
と
は
、
誤
っ
た
禅
の
知

識
を
通
し
て
禅
イ
コ
ー
ル
日
本
仏
教
、
仏
教
イ
コ
ー
ル
禅
と
い
っ

た
偏
っ
た
固
定
観
念
の
生
れ
る
事
の
危
倶
で
あ
る
。
此
処
に
日
本

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
互
理
解
こ
そ
緊
急
の
課
題
の
一
つ
と

も
な
り
、
単
に
教
会
や
修
道
院
の
見
学
観
光
の
研
修
で
は
な
く
て

実
際
に
仏
教
徒
が
修
道
院
内
で
生
活
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
積
極

的
に
仏
教
を
理
解
さ
せ
る
方
途
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は

偶
々
企
画
実
行
委
員
会
か
ら
招
聰
さ
れ
、
日
蓮
宗
か
ら
唯
一
人
参

（
外
務
省
の
後
援
も
あ
っ
て
、
日
本
文
化
使
節

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
た
。

の
代
表
と
も
な
っ
た
）
（
森
と
湖
と
広
々
と
し
た
田
園
風
景

私
が
滞
在
し
た
修
道
院
は
、
西
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
の
ぺ

の
美
し
い
地
方
）

ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
に
属
す
る
「
の
シ
ｚ
尿
弓
．
○
日
目
国
固
ｚ
屍
煽

○
ｍ
目
国
宛
」
で
あ
っ
た
。
曹
洞
禅
四
名
、
神
道
一
名
、
日
蓮
宗
の

私
の
計
六
名
が
、
百
二
十
名
の
修
道
士
達
と
生
活
を
共
に
し
た
。

。
の
す
の
ず
い
『
け
①
毒
免
巨
Ｆ
①
『
回
の
画

こ
の
修
道
院
は
「
祈
り
働
け
、
そ
し
て
学
ぶ
」
を
生
活
の
信
条
と

し
て
い
る
。

（
絶
対
服
従
）
（
私
財
の

修
道
士
に
は
五
つ
の
誓
願
が
あ
る
。
即
ち
仙
従
順
。
・
側
清
貧

放
棄
）
（
修
道
院
生
活
の
厳
守
）
（
生
涯
の
独
身
）
（
侭
仰
生
活
の
夷
践
）

側
定
住
．
艸
貞
潔
・
佃
生
活
改
善
の
五
つ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
修
道
誓
願
（
○
ａ
①
ロ
凋
里
号
号
）
を
日
常
生
活
の
中
で
実

践
す
る
た
め
に
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
緊
張
と
厳
し
さ
、

苦
し
さ
と
忍
耐
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
修
道
士
の
す
べ
て
は
修
道

誓
願
の
実
践
に
生
き
甲
斐
を
見
い
出
し
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
の
隣

人
愛
を
実
践
し
、
修
道
誓
願
の
実
践
に
よ
っ
て
培
ち
か
わ
れ
る
修

道
士
達
の
「
浄
ら
か
な
愛
」
は
、
仏
教
の
慈
悲
と
相
い
通
ず
る
も

の
が
あ
る
こ
と
を
確
め
得
た
。

（
ｚ
ｏ
弓
厨
同
Ｆ
雪
○
Ｆ
司
勺
”
閂
冨
シ
い
・
三
十
九
才
の
若
い
術
尊
者
）
（
哲
学
・
神
学
の
学

修
道
院
長
の
す
ば
ら
し
い
統
卒
力
、
そ
の
卓
抜
し

位
を
有
し
五
ヶ
国
瓶
を
駆
使
す
る
。
年
功
序
列
で
は
な
く
能
力
あ
る
者
が
選
挙
さ
れ
て
プ
リ
マ
ス

た
能
力
に
は
我
々
一
行
は
示
唆
さ
れ
る
所
が
多
か
っ
た
。
院
長
が
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（
わ
ず
か
に
農
園
の
仕
蛎
を
三
日
間
、
計
九
時
剛
程
度
）

私
達
六
名
は
悉
ど
作
務
労
働
は
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
達
は

専
ら
知
的
訓
練
に
主
眼
の
お
か
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
課
せ
ら
れ

感
動
を
お
ぼ
え
た
の
で
あ
っ
た
。

と
な
れ
る
）

我
々
の
質
問
に
答
え
る
と
き
、
自
己
の
全
能
力
を
傾
け
、
精
魂
を

こ
め
る
姿
勢
は
、
情
熱
的
で
あ
る
と
共
に
敬
度
的
で
さ
え
あ
っ

た
。
こ
れ
程
ま
で
に
愛
の
人
と
な
れ
る
も
の
か
と
、
教
示
さ
れ
る

こ
と
再
三
で
あ
っ
た
。
院
長
に
統
卒
さ
れ
る
修
道
士
達
の
す
べ
て

が
、
課
せ
ら
れ
た
仕
事
に
全
身
全
霊
を
ぶ
つ
つ
け
て
精
進
す
る
姿

は
尊
く
美
し
か
っ
た
。

私
は
修
道
院
側
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
と

思
想
に
つ
い
て
約
六
時
間
の
講
義
す
る
時
間
を
与
え
ら
れ
た
。
日

蓮
聖
人
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
西
欧
世
界
で
最
初
で
は
な
か
っ

た
か
。
日
蓮
と
は
ｌ
日
本
仏
教
を
代
表
す
る
仏
教
者
、
慈
悲
の
涙

の
人
、
栴
陀
羅
の
人
、
為
政
者
と
斗
っ
た
人
、
餓
悔
菩
薩
道
を
歩

い
た
人
、
孝
養
の
人
Ｉ
法
華
経
の
精
神
を
実
践
し
た
宗
教
者
で
あ

る
こ
と
強
調
し
た
。
禅
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
仏
教
の
性
格
に
も

少
し
の
理
解
を
得
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

修
道
士
二
名
の
「
修
道
誓
願
」
の
叙
戒
式
に
立
ち
合
い
、
そ
の

誓
願
式
に
於
て
私
の
脳
裏
を
去
来
し
た
も
の
は
、
七
百
年
前
の
宗

祖
の
法
華
宣
揚
の
誓
願
さ
れ
た
姿
で
あ
っ
た
。
宗
祖
の
誓
願
さ
れ

た
英
姿
が
二
名
の
修
道
誓
願
の
姿
と
が
重
な
り
合
い
、
大
い
な
る

た
。
世
界
的
な
権
威
者
に
よ
る
講
義
を
受
講
で
き
た
事
は
、
内
容

も
豊
か
で
幸
せ
で
あ
っ
た
。

修
道
士
達
が
肉
体
的
な
愛
も
、
感
覚
的
な
愛
も
す
べ
て
脱
却
し

て
、
全
く
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
中
に
生
き
て
い
る
姿
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
。
哲
学
や
理
屈
の
世
界
を
超
越
し
た
修
道
士
達
の
姿
は
、
今

後
の
私
達
の
在
り
方
に
大
い
な
る
示
唆
で
あ
っ
た
。
九
月
二
十
六

日
バ
チ
カ
ン
の
セ
ン
ト
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に
於
て
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス

・
・
ハ
ゥ
ロ
ニ
世
と
接
見
し
た
。
日
蓮
宗
僧
唯
一
人
な
が
ら
、
他
の

代
表
者
と
同
様
に
、
日
蓮
宗
僧
と
し
て
祝
福
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
た
。
此
処
で
も
東
西
霊
性
の
交
流
の
重
要
性
と
、
将
来
と
も
交

流
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

約
一
ヶ
月
余
の
修
道
院
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
そ
の
厳
し
さ
が
次
第
に
歓
び
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
く
自
己
を

自
覚
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
東
西
の
「
霊
性
」
の
交

流
は
愈
を
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
。
修
道
院
訪

問
の
詳
細
は
改
め
て
本
誌
次
号
で
報
告
の
機
会
を
も
ち
た
い
。
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